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背景 と目的

研究概要

駅サービスロボットに関する研究

JR東日本グループは清掃、警備、案内、移動支援、運搬などの
駅サービスの業務負担軽減を目指して、サービスロボットの活用を
加速させるための実証実験を行ってきた。フロンティアサービス研
究所では、サービスロボットの駅構内自律移動にかかわる諸問題
の解決に向けた研究を行っており、2019年度には様々なサービス
ロボットの移動パターンを再現可能な移動ロボットの試作機開発と、
移動型ロボットの駅構内移動を支援する情報システム”Cloud 
Station”の試作を行った。2020年度以降はサービスロボットの駅構
内での適切な移動方法と、その情報支援の方法を明らかにするた
め、これらのプロトタイプを用いて高輪ゲートウェイ駅で実証実験を
行った。

ロボットの円滑な駅構内移動を
サポートする“Cloud Station”

駅サービスロボットの
プロトタイプ機

今 後 の 展 望

①ロボットの自律走行試験 ③ロボットのサービスタスク
駅構内におけるロボットの自律走行試験を行った結果、
円滑な駅サービスロボットの運用のためには、混雑状
況に応じて適切に走行モードを切り替えながら運用し
ていくことが必要なことが分かった。

列車到着時の混雑アラート

駅での実証実験とその観察・聞き取り調査を通じて、
ロボットに必要な追加機能、親和性が高い新規機能を
開発し、実証実験を行った。
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また、Cloud Stationのセンサシステムで
常時モニタリング混雑状況の分析により、
ロボットの可動性評価を行った。

ロボットの一日の可動性評価
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降車旅客によるコンコース混雑が生じる前
にロボットに通知し、確実に作業中断させ
る機能を検証を行って有効性を確かめた。

今後は複数のサービスロボットを統合的に管理する手
法の確立も重要になってくる。また、ヒトとロボット
のそれぞれの適性を活かした適切な役割分担と協業の
あり方についても検討を深めていく。
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